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陽春  咲き誇る心の花
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４
月
11
日
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
富
岡

町
復
興
へ
の
集
い
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
約
５
７
０
人
の
富
岡
町
民
が
参

加
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
先
が
け
、
町
民

の
皆
さ
ん
は
バ
ス
に
乗
車
し
富
岡
町
内
へ
。

富
二
中
通
り
の
桜
並
木
や
町
内
の
復
興
状
況

を
確
認
し
た
後
、
会
場
の
広
野
町
中
央
体
育

館
で
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
を
始

め
、
物
心
両
面
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
る

埼
玉
県
杉
戸
町
の
古
谷
松
雄
町
長
、
東
京
都

品
川
区
の
中
川
原
史ち
か
え恵

副
区
長
な
ど
多
く
の

来
賓
も
来
場
。
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
内
堀

県
知
事
は「
こ
の
集
い
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
絆
を
よ
り
深
め
、
未
来

に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」と
、
富
岡
町
の
復
興
を
強

く
願
い
な
が
ら
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
お
笑
い
芸
人
の

三
瓶
さ
ん
や
み
ち
の
く
ボ
ン
ガ
ー
ズ
の
母
心

が
会
場
を
盛
り
上
げ
、
さ
ら
に
歌
手
の
普
天

間
か
お
り
さ
ん
ら
が
登
場
し
、
復
興
応
援
ソ

ン
グ「
桜
舞
う
町
で
」な
ど
を
披
露
。
会
場
に

集
ま
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
富
岡
の
美
し

い
自
然
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
歌
声
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

杉戸町、品川区より義援金贈呈
（写真は品川区の中川原史恵副区長）

祝辞を述べる内堀福島県知事（右）と杉戸町の古谷松雄町長（左）
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富
岡
町
復
興
へ
の
集
い
２
０
１
５
の
開
催

に
際
し
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
様
に
お
越

し
頂
き
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所

の
事
故
か
ら
、
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
間
、
長
期
に
わ
た
る
避
難
生
活
の
中
で
、

様
々
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
町
民
の
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
今
後
の
町
復
興
の
羅
針
盤

と
な
る「
第
二
次
復
興
計
画
」を
策
定
中
で
、

夏
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
、「
帰
る
」「
帰
ら
な
い
」

「
す
ぐ
に
は
帰
れ
な
い
が
将
来
は
帰
り
た
い
」

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
様
々
な
思
い
に
寄

り
添
い
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
や
復
興
拠
点
整
備

を
始
め
と
す
る「
ふ
る
さ
と
の
復
興
」と
、
長

い
避
難
生
活
を
送
る
町
民
の
皆
さ
ま
の「
心
の

復
興
」を
基
本
理
念
と
し
て
町
の
復
興
を
推
し

進
め
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ

の
2
つ
の
理
念
を
車
の
両
輪
と
し
な
が
ら
、

各
種
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
の
復
興
」に
つ
い
て
は
、
町
内

復
興
拠
点
の
早
期
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
役

場
機
能
の
一
部
再
開
を
始
め
、
Ｊ
Ｒ
富
岡
駅

か
ら
国
道
６
号
線
周
辺
の
広
範
囲
の
エ
リ
ア

を
復
興
の
中
核
拠
点
と
位
置
づ
け
、
一
時
帰

宅
し
た
際
の
休
憩
所
や
商
業
施
設
、
公
設
診

療
所
な
ど
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、「
心
の
復
興
」に
つ
い
て
今
年
は
富

岡
町
合
併
60
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た

り
ま
す
の
で
、
本
日
の
集
い
を
始
め
今
後
も

記
念
式
典
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
、

離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
い
る
町
民
が
今
一

度
、「
ふ
る
さ
と
富
岡
」へ
の
思
い
を
共
感
し
、

町
民
同
士
の
絆
を
強
め
る
こ
と
に
よ
り
、
復

興
に
も
弾
み
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
復
興
公
営
住
宅
の
早
期
整
備
と

供
給
へ
の
働
き
か
け
や
、
今
年
１
月
に
は
県

外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
を
支
援
す
る
た

め
の
拠
点
施
設
を
さ
い
た
ま
市
に
設
け
て
復

興
支
援
員
を
配
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
戸
別

訪
問
や
ふ
る
さ
と
富
岡
の
情
報
発
信
、
交
流

の
場
の
提
供
な
ど
、
県
や
双
葉
郡
各
町
村
と

協
力
し
な
が
ら
、
支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「復興への集い」 開催に寄せて
富岡町長　宮本 皓一

合併60周年記念  富岡町復興への集い2015
ふるさと富岡の再生を願って
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石黒美恵子さん（中央）

　普段から外に出るようにし
ていますが、今日は一段と楽
しかったです。
　誰もいなくなっても咲き続
ける富岡の桜は美しく、見て
いると涙が出ます。

つながる絆　いつまでも変わ 

高橋 博子さん（駅前）
　初めて参加しました。友人にも久しぶりに会え
て、感無量です。
　健康に気をつけて過ごし、次回も参加したいです。
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猪狩和男さん・猪狩保さん兄弟（夜ノ森駅前北）

　富岡では兄弟で近所に住んでいたが、
現在は離ればなれ。会場で偶然会いま
した。今日は本当に楽しく、具合が悪
いのも吹き飛びました。

らず咲き続ける桜のように

南三紀子さん（夜ノ森駅前南）
早川美智子さん（駅前）

　富岡町の仲良しメンバーで参
加しました。胸の内を話せる仲
です。
　懐かしい方にも会えるので、
若い方も参加しやすい行事をこ
れからも続けて欲しいです。



―内面から輝く　バドミントンのスペシャリストに―
富岡一中ビクトリープログラム生　仮入学式

―
将
来
の
自
分
の
た
め
に
―

富
岡
町
立
第
一
・
第
二
中
学
校

　

今
年
度
は
、
富
岡
一
中
に
４
人
、
富
岡

二
中
に
６
人
の
生
徒
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
着
任
し
た
、
富
岡
一
中
の

阿
部
洋ひ
ろ
き己
校
長
が「
健
康
・
生
活
態
度
・

学
習
習
慣
は
、
将
来
の
自
分
自
身
の
た
め

に
取
組
む
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
効
果
が

あ
り
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
、
新
入
生
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
代
表
の
原
田
萌
さ
ん
が「
三
春

校
で
学
ぶ
者
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
新
し

い
こ
と
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
」と
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
学
校

生
活
に
大
き
な
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　富岡第一中学校バドミントン部ビクトリープログラム生の仮入学式が、４月３日に同校三春校で行われ、
男女８人がトップアスリートを目指しスタートを切りました。
　富岡一中を原籍校とする同バドミントン部は、猪苗代中学校に通学しながら、同じく猪苗代町に避難中
の富岡高校バドミントン部と共に活動しており、震災という困難の中、全国屈指の強豪校として全国中学
校体育大会などの大舞台で素晴らしい成績を残して
います。
　式では、富岡一中の阿部洋己校長が「皆さんの先
輩方も仲間を大切にしながら輝かしい実績を築き上
げてきました。己を知り、謙虚な姿勢を持ち、感謝
の気持ちを忘れず、そして内面に磨きをかけながら、
バドミントンのスペシャリストへの階段を着実に
上ってください」と選手を激励。憧れの選手は富岡
高校の渡辺勇大選手という稲光翔太郎君が「富岡一
中生としての自覚を持ち、夢に向かって元気に明る
く練習に励みます」と、新入生を代表して力強く誓
いのことばを述べました。
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富岡一中ビクトリープログラム生

ご
入
園
・
ご
入
学
お
め
で
と

ご
入
園
・
ご
入
学
お
め
で
と
うう

三
春
校
の
入
園
・
入
学
式

三
春
校
の
入
園
・
入
学
式

　

暖
か
な
春
の
陽
が
降
り
注
い
だ
４
月
６
日
、
町
立
富
岡
幼
稚
園
、
富
岡
第
一
・
第
二

小
学
校
、
富
岡
第
一
・
第
二
中
学
校
の
入
園
、
入
学
式
が
行
わ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
た
ち
が
三
春
校
で
の
新
学
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

―
あ
い
さ
つ
の
花

や
さ
し
さ
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
―

富
岡
町
立
富
岡
幼
稚
園

　

富
岡
幼
稚
園
に
は
４
人
の
新
し
い
仲
間

が
加
わ
り
、
10
人
で
の
園
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
新
川
美
千
枝
園
長
が「
今
年

は
、
あ
い
さ
つ
の
花
と
や
さ
し
さ
の
花
を

き
れ
い
に
咲
か
せ
る
１
年
に
し
ま
し
ょ

う
」と
話
す
と
、
子
ど
も
た
ち
は
園
長
先

生
の
楽
し
い
話
に
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

―
夢
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
こ
う
―

富
岡
町
立
第
一
・
第
二
小
学
校

　

今
年
度
は
、
富
岡
二
小
に
２
人
の
児
童
が
入

学
し
ま
し
た
。
優
し
い
上
級
生
に
手
を
引
か
れ

て
入
場
し
た
新
入
生
は
、
緊
張
の
面
持
ち
。

　

在
校
生
代
表
の
菊
池
航
志
君
が「
全
校
児
童

16
人
と
少
な
い
分
、
学
年
に
関
係
な
く
み
ん
な

仲
が
い
い
で
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
な

ん
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」と
歓
迎
の
こ
と
ば

を
述
べ
る
と
、
新
入
生
は
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。
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末永博幸さん　消防団永年勤続功労章を受章
　富岡町消防団分団長の末永博幸さん（夜の森
駅前北）が、永年勤続功労章を受章されました。
　末永さんは、昭和56年５月に町消防団へ入
団。長年に渡り地域の防災や安全のために尽力
され、現在は「とみおか守り隊」として富岡町内
のパトロールを行うなど、精力的に活動を続け
ています。
　末永さんは「震災のため従来の活動ができず
残念だが、富岡町消防団の活動が途切れること
のないよう団員が集まる機会を増やしていきた
いです」と今後の抱負を語られました。宮本町長に受章の報告をされた末永さん（中央）

左は安藤治 町消防団長

（
後
列
右
か
ら
）

◇
総
務
課
秘
書
広
報
係
副
主
査

　
　
　

加
藤　

慶
一

◇
住
民
課
国
保
年
金
係
主
事

　
　
　
　

緑
川　

貴
浩

◇
復
興
推
進
課
除
染
対
策
係
主
任

　
　
　
　

三
瓶　

一
也

◇
復
旧
課
復
旧
係
主
任

　
　
　
　

尾
崎
幸
一
郎

◇
復
旧
課
管
理
係
主
任

　
　
　
　

渡
辺　

修
二

◇
復
旧
課
復
旧
係
主
任

　
　
　
　

佐
藤
美
津
浩

（
前
列
右
か
ら
）

◇
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
副
主
任

保
健
師　

有
馬
和
歌
子

◇
税
務
課
固
定
資
産
係
主
事

　
　
　
　

坂
本　

将
諒

◇
総
務
課
総
務
係
主
事

　
　
　
　

白
岩
千
代
香

◇
住
民
課
住
民
係
主
事

　
　
　
　

竹
野　

那
緒

◇
健
康
福
祉
課
福
祉
係
主
事

　
　
　
　

佐
藤　

　

南

　

富
岡
町
で
は
、
平
成
27
年
度
に
11
名
の

職
員
を
新
規
採
用
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署

で
町
民
の
皆
さ
ん
と
関
わ
り
な
が
ら
、
町

の
復
旧
・
復
興
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

平成27年度 新規採用職員をご紹介します
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町内に仮設焼却施設が完成　４月下旬から本格稼働

いわき市常磐に復興公営住宅が完成
　

富
岡
町
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪

江
町
の
町
民
が
入
居
す
る
、
復
興
公

営
住
宅
・
湯
長
谷
団
地
24
号
棟（
い

わ
き
市
常
磐
）の
鍵
引
渡
し
式
が
３

月
26
日
に
行
わ
れ
、
入
居
者
や
関
係

者
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
宮
本
町
長
が「
被
災
４
町

住
民
の
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
こ
と

は
、
入
居
さ
れ
る
皆
様
の
生
活
再
建

に
向
け
て
希
望
の
光
が
見
え
た
と
い

う
感
無
量
な
思
い
で
す
。
今
後
も
町

民
の
皆
様
が
落
ち
着
い
た
生
活
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
復
興
公
営
住
宅
の

　

富
岡
町
内
か
ら
出
た
津
波
が
れ

き
や
家
屋
解
体
工
事
の
廃
棄
物
、

一
般
の
片
付
け
ご
み
な
ど
を
焼
却

す
る
た
め
、環
境
省
が
町
内
仏
浜
、

毛
萱
両
地
区
に
建
設
し
て
い
た
仮

設
焼
却
施
設
が
完
成
し
、
３
月
19

日
、火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
で
は
焼
却
、
灰
保
管
、

破
砕
選
別
、
選
別
物
保
管
が
行
わ

れ
、
１
日
あ
た
り
５
百
ト
ン
を
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
業

に
よ
り
発
生
す
る
排
ガ
ス
は
、
二

段
に
設
置
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
除
去
装
置
を
通
し
、
監
視
装
置

情
報
提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に

努
め
て
い
き
ま
す
」と
祝
辞
を
述
べ
、

大
谷
誠
二 

い
わ
き
建
設
事
務
所
長
か

ら
４
町
の
入
居
者
代
表
に
レ
プ
リ
カ

キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
長
谷
団
地
24
号
棟
に
は
、
17
世
帯

の
富
岡
町
民
が
入
居
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
代
表
で
キ
ー
を
受
取
っ
た
豊

村
睦
子
さ
ん（
夜
の
森
駅
前
北
）は「
現

在
の
勤
務
先
に
も
近
く
、
新
た
な
環
境

で
前
向
き
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
語
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

で
安
全
を
確
認
。
ま
た
、
８
台
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
施
設
の

周
囲
に
設
置
し
、
厳
重
な
安
全
対

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
焼
却
施
設
は
、
国
が
直
轄

で
管
理
す
る
も
の
と
し
て
最
大
の

規
模
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
可

燃
物
見
込
み
量
22
万
５
千
ト
ン
の

処
理
を
行
い
、
終
了
後
は
、
平
成

30
年
３
月
ま
で
に
施
設
の
解
体
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。　

入居者代表と関係者の皆さん

完成した湯長谷団地24号棟

仮設焼却施設内部
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お知らせ

双葉地方水道企業団からのお知らせ

水道水中における放射性物質のモニタリング検査結果

復旧課からのお知らせ

問合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
　富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○楢葉分室（復旧課・復興推進課）
　〒979-0515　
　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙字小山6-2
　FAX 0240-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8024　
　福島県いわき市平北白土字宮前８番地
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147

※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○富岡町役場連絡所（下郡山集会所）
　〒979-1132
　 福島県双葉郡富岡町下郡山字真壁327-1
　  ☎  080-5743-5409・
　       080-5743-5410
　FAX 0240-25-8804
○大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○ＮＰＯ法人富岡町さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5297
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

一部の地区における水道の使用開始（再開）について
　富岡町内では、昨年10月から順次水道の使用が再開されていますが、６月から
新たに下千里・高津戸地区及び沼名子地区・王塚地区の一部で使用できるように
なりますのでお知らせいたします。水道の使用開始（再開）を希望される方は、事
前に企業団へ電話にてお申込みください。お客さま立会いのもと、安全を確認し
たうえで給水いたします。
　水道料金については、当面の間、使用水量が累積10㎥以上になったときの検針
月に請求いたします。
　なお、水道メーター付近の調査及び止水作業のため、お客さまの敷地内に立ち入
らせていただく場合がありますのでご理解とご協力をお願いいたします。

▼６月からの使用再開地区　※太枠内が使用再開地区となります。

水道再開に伴う下水道の使用再開について
　６月から下千里・高津戸地区及び沼名子地区・王塚地区の一部で上水道の使用が
再開されることに伴い、同地区内の下水道の使用を再開いたします。
　なお、上水道使用の申込みをされた方は、同時に下水道も使用再開されますので
改めての申込みは不要です。使用料は当面の間、使用水量が累積10㎥以上になった
ときの検針月に上水道の使用料と併せて請求いたします。

※宅内の排水設備等に不具合が生じた場合は、使用者本人の負担により修繕（依頼を
含む）を行うこととなっております。

問 富岡町役場 楢葉分室 復旧課

1.測定機関　双葉地方水道企業団
2.分析装置　ゲルマニウム半導体検出器
3.検査頻度　毎日
4.測定方法　緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法【放射能測定マニュアル（文部科学省）】
5.検査結果　以下のとおり

平成27年３月１日～31日分（毎日採水、毎日検査）
採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出

関根浄水場 富岡川（伏流水） 不検出 不検出 不検出

※いずれの検体も、３月31日時点で放射性物質は不検出です。
※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1.0Bq/kg）未満であることを示しています。
※最新の検査結果は、企業団ホームページ（http://www.f-mizu.jp）をご覧ください。

《参考》検査日現在の目標値　（単位:Bq/kg）
ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

 食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値 ー 10

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素については、半減期が短く、国に平成23年７月15日　
　以降の検出報告がないことから、規制の対象から除外されました。

問 双葉地方水道企業団　富岡営業所 ☎０２４０－２５－５３１５
　 開庁時間：8：30～17：15（平日）
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お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
車
椅
子
マ
ー
ク

の
あ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
適
正
利

用
を
図
る
た
め
、「
お
も
い
や
り
駐

車
場
利
用
制
度
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り

発
行
さ
れ
た
利
用
証
は
、
制
度
を

導
入
し
て
い
る
府
県
の
協
力
施
設

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
利

用
証
交
付
申
請
を
す
る
際
に
、
返

信
用
封
筒
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

①
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
交

付
申
請
書

②
確
認
書
類（
身
体
障
害
者
手
帳
、

介
護
保
険
証
等
の
写
し
）

※
氏
名
・
生
年
月
日
・
対
象
等
級
・

住
所
が
記
載
さ
れ
た
箇
所

③
返
信
用
封
筒

※
120
円
切
手
を
貼
付
し
、
利
用
証

の
送
付
先
住
所
を
記
載
し
た

　

角
２
サ
イ
ズ
の
封
筒

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
広

報
と
み
お
か
２
月
号
10
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
左
記
ま
で
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

相
双
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
０
２
４
４

２
６

１
１
３
３

　

 

福
島
県
庁
高
齢
福
祉
課

　

☎
０
２
４

５
２
１

７
１
９
４

お知らせ

　ごみは分別したうえで、上記の回収日にお出しください。回収業者は、数日かけて町内のごみステーションを巡回し、順次、ごみの回収を行います。
　粗大ごみやリサイクル対象家電、危険物等は、ごみステーションでの回収はいたしません。分別方法やごみの出し方については、平成27年3月20日発行の
広報お知らせ版に同封の「平成27年４月からのご家庭の片付けごみの回収について（お知らせ）」又は町ホームページをご参照ください。

平成27年 6月
日 月 火 水 木 金 土

10 11 12 137 8 9

24 25 2622 23 2721

29 3028

17 18 1915 16 2014

5 61 2 3 4

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

平成27年 5月
日 月 火 水 木 金 土

6 7 8 943 5

20 21 2218 19 2317

25 26 27 28 29 3024

13 14 1511 12 1610

1 2

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日
5月31日

燃えるごみ、ごみ出し日

富岡町ごみ出しカレンダー

問 復興推進課 除染対策係

利用証 駐車場の表示看板

放射性セシウム濃度測定日のお知らせ
【ゲルマニウム半導体式核種分析装置（検出限界目標１ベクレル）】
20ベクレル以下の小さい値も検出でき、富岡町で
は１ベクレル検出を目標に定め、測定しています。

※富岡町内の水・土壌・果樹等を測定します。
※詳細は、申込まれた方へ毎月初旬にご連絡いたします。

▼申込み先　富岡町役場産業振興課
　　　　　　☎０１２０－３３－６４６６

【簡易放射能分析装置（検出限界値 約20ベクレル）】
20ベクレル以上の放射能を検出します。

※各施設で予約を受け付けております。
　申込み先へご連絡いただいた際に、ご希
望の実施施設をお選びください。

受付月 測定日 測定場所

５月受付分 ６月８日（月）
６月22日（月）

富岡町役場庁舎
（本岡字王塚）６月受付分 ７月10日（金）

７月24日（金）

７月受付分 ８月３日（月）
８月17日（月）

実施施設 申込み先
富岡町役場郡山事務所

富岡町コールセンター
  ☎0120-33-6466いわき支所

大玉出張所
三春ベクレルセンター
（三春の里敷地内） ☎080-3933-6772



（13）　広報とみおか

宮本町長に義援金を手渡す、
右から根本照衛さん、渡邉長一さん、豊田直助さん

義援金をいただいた企業・個人名を掲載いたします
（平成26年12月～平成27年３月分 順不同・敬称略）

松村勝秀（千葉県）　菊地美博（茨城県）　井川自転車店（東京都）　佐藤史郎（千葉県）
極東開発工業株式会社特装事業部生産本部横浜工場工場長 細澤幸広（神奈川県）　大井
よさこいひょうたん祭り実行委員会（神奈川県）　木元久雄（大阪府）　廣川賢二　株式
会社ニック代表取締役 松浦豊喜（福岡県）　新井里香（埼玉県）　武山輝詔（鳥取県）　有限
会社アイ・エイチ代表取締役 岩城  均（神奈川県）　前澤化成工業株式会社（東京都）　
浦木誠一（鳥取県）　福岡雙葉中学高等学校（福岡県）　石部運輸倉庫株式会社（滋賀県）
東京土建一般労働組合調布支部（東京都）　倉瀧真清（鳥取県）　吉田  剛（新潟県）　
どんぐり会（埼玉県）　仙台コカ・コーラボトリング株式会社いわき営業所（いわき市）
タワーレコード株式会社財務部（東京都）　吉田雄二（東京都）　斎藤秀男（郡山市）　
筑波大学井坂流津軽三味線俱楽部無絃塾（茨城県）　三嶋正之（岡山県）　コモリミチトシ
Fight of the Ring 代表 村瀬浩美（東京都）

変わらぬ温かいご支援に感謝いたします
全国の皆さまより義援金をいただきました

　筑波大学井坂流津軽三味線俱楽部「無絃
塾」より、震災後３度目となる義援金をい
ただきました。
　今回の義援金は、２月に開催された無絃
塾の卒業公演の際、学生が行った募金活動
に寄せられた浄財です。無絃塾から託され
た豊田直助さん、渡邉長一さん、根本照衛
さんが３月11日に富岡町役場郡山事務所を
訪れ、宮本町長へ義援金を手渡しました。

広報とみおか　送付先についてのお知らせ
 　現在、広報紙が同じ住所にお住まいのご家族へ重複して送付されるケースが発生しております。
　これは、このほど行われた富岡町避難者管理システムの変更により生じているもので、今後
は広報紙発送に係るデータを精査させていただき、送付先や部数の見直しを行ってまいります。
　なお、今まで広報紙が届いていたのに届かなくなった、または、広報紙は不要なのに届くよ
うになったなどの方がいらっしゃいましたら、お手数でも下記までご連絡をいただきますよう
ご協力をお願いいたします。

　問 総務課 秘書広報係　☎ 0120-33-6466
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白河市と相馬市で、町民同士の絆をつなぐ交流の集い

ぴっ すとぴっく す

しらかわ地域富岡の会が陶芸体験

相馬市で「富岡町民　出会いのお茶会」

　県南地区に避難されている皆さんのコ
ミュニティサークル「しらかわ地域富岡の
会」による陶芸体験教室が、３月25日、白
河市のマイタウン白河で行われました。
　約30人が参加した今回の教室は、大熊町
民が作る「もみの木会」との共同開催で、講
師の大堀相馬焼・松永和生さんから手ほど
きを受け、カップや皿など世界でたったひ
とつの作品作りにチャレンジ。お孫さんと
参加した遠藤けい子さん（新町）は「最初の
頃は知り合いも少なく淋しかったですが、
今は近くに町民の方がいて心強いです。こ
れからもこういう機会があれば参加してみ
たいです」と語られました。
　陶芸のあとはお茶会が開かれ、参加者の
皆さんは近況などを報告し合いながら楽し
い時間を過ごし、交流を深めていました。

　３月28日、相馬市のアムウェイハウス
相馬さとばたけ報徳センターを会場に、
「富岡町民  出会いのお茶会」が行われま
した。
　このお茶会は、宮本和之さん（夜の森
駅前北）が発起人となり、富岡町社会福
祉協議会のバックアップを得て開かれた
もので、相馬市や新地町、南相馬市など、
浜通り北部に避難されている町民17人が
参加。自己紹介や近況報告など、終始和
やかな雰囲気の中で会話が弾み、時間を
忘れて親睦を深めていました。

　今後も交流会を開催しますので、浜通り北部へ避難されている方で興味がある方は、発起人の
宮本さんまでご連絡ください。

　〈発起人〉 宮本和之　☎090‒8784‒3109
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No. 測定場所

H27.4.9～10 H26.10.1～3
除染
状況天気：晴れ～くもり 天気：くもり

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

37 小浜住宅団地内公園前 2.06 3.88 2.50 4.98 
38 双葉環境センター 1.51 1.82 1.80 2.14 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 1.64 3.11 2.66 4.20 
40 深谷集会所 1.85 3.26 4.18 4.64 
41 赤坂神社前 4.00 5.00 4.61 7.64 
42 太平洋ブリーディング前 7.49 14.00 8.71 20.80 
43 みよし前交差点 8.71 16.60 7.30 11.30 
44 富岡自動車学校前 3.84 10.30 4.51 7.52 
45 リフレ富岡 2.78 3.94 2.78 4.16 
46 東洋育成園前 1.76 3.13 3.04 4.82 
47 富岡インター駐車場 2.27 3.11 2.60 3.56 
48 上手岡児童館 1.51 2.67 1.77 3.21 除染済み

49 下千里ライスセンター前 1.51 3.34 2.05 2.73 
50 舘山荘前 2.41 3.56 2.52 3.82 
51 夜の森つつみ公園 3.14 3.52 3.58 4.15 
52 総合運動場東側駐車場 3.26 4.22 3.60 5.95 
53 華の樹前 4.15 5.32 4.21 5.94 
54 宝泉寺前 1.57 2.08 2.39 0.99 
55 国道６号第二原発入口前 0.78 1.30 0.84 1.48 
56 猪狩スタンド前 0.39 0.35 0.41 0.37 除染済み

57 なべや駐車場前 0.63 1.46 0.82 1.83 
58 大東銀行富岡支店前 0.64 0.73 0.91 0.95 
59 富岡漁港 0.37 0.32 0.36 0.36 
60 サンライズイン富岡前 0.32 0.48 0.70 1.22 
61 福島富岡簡易裁判所前 1.34 2.33 1.52 3.10 
62 ヨークベニマル富岡店前 1.11 2.11 1.19 2.89 
63 今村病院前 1.92 4.75 2.62 5.85 
64 福島銀行富岡支店前 1.09 2.50 1.38 3.20 
65 龍台寺前 0.90 2.32 1.20 3.17 
66 清水団地前 1.09 2.30 1.59 3.08 
67 猪狩電気通信工業前 0.90 1.51 1.08 1.00 
68 上郡消防屯所 0.49 0.43 0.99 1.72 除染済み

69 岩井戸鉱泉 0.79 1.27 0.86 1.43 
70 富岡工業団地 0.29 0.43 0.39 0.39 除染済み

71 成沢の滝入口 0.76 1.56 0.91 1.65 
72 沼名子橋 1.43 2.19 1.74 2.53 

No. 測定場所

H27.4.9～10 H26.10.1～3
除染
状況天気：晴れ～くもり 天気：くもり

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

１ 下千里消防屯所 0.60 0.56 1.09 0.67 除染済み

２ 上千里消防屯所 0.32 0.29 0.46 0.42 除染済み

３ 杉内消防屯所 0.60 0.53 0.61 0.57 除染済み

４ 第二工業団地入口 2.26 2.45 2.72 0.58 
５ 高津戸集会所 1.09 0.94 1.43 0.96 除染済み

６ 富岡第二中学校東側 1.32 1.82 1.72 1.95 
７ 新夜ノ森集会所 4.55 6.59 4.71 7.42 
８ 夜の森公園 2.34 4.61 2.15 5.16 
９ 松の前待避所 5.11 12.00 8.02 10.90 
10 小良ヶ浜集会所 3.60 3.35 4.33 4.11 
11 町境（小良ヶ浜地区） 5.06 5.46 5.84 8.45 
12 深谷消防屯所 3.66 3.86 4.46 5.05 
13 富岡町営野球場 0.76 0.60 0.83 0.69 除染済み

14 観陽亭前 0.79 1.37 0.90 1.70 
15 富岡合同庁舎西側 1.74 2.00 2.22 2.56 
16 富岡養護学校 2.43 5.12 2.73 6.36 
17 老人福祉センター 5.43 8.09 5.42 8.83 
18 夜ノ森駅 4.44 5.20 4.73 5.90 
19 王塚集会所 1.23 1.61 1.38 2.89 除染済み

20 諏訪神社前 0.65 0.60 0.95 0.77 
21 上本町消防屯所 0.83 1.00 2.01 3.72 除染済み

22 上本町集会所 0.54 0.53 1.39 2.52 除染済み

23 リベラルヒルズ入口 1.28 2.26 1.44 3.34 
24 赤木集会所 0.30 0.27 0.42 0.32 除染済み

25 上郡山集会所 0.36 0.34 0.98 2.02 除染済み

26 太田集会所 0.50 0.67 0.58 0.55 除染済み

27 原下消防屯所 0.29 0.24 1.20 1.43 除染済み

28 富岡駅 0.47 1.49 0.63 1.55 
29 清水消防屯所 0.51 0.42 0.56 0.95 除染済み

30 役場 0.76 0.88 0.97 1.13 除染済み

31 浄化センター 0.18 0.18 0.25 0.20 除染済み

32 毛萱集会場 0.18 0.16 0.38 0.36 
33 富岡保育所 0.52 0.46 1.31 1.19 
34 中央児童館 0.73 1.37 1.16 1.95 除染済み

35 栄町駐車場 0.63 0.45 0.73 0.61 
36 岩井戸消防屯所 0.36 0.33 0.38 0.32 除染済み

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
※以前の線量と比較することを目的とし、６ヵ月前の町内線量と除染済みの測定場所を示しました。

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
生
活
環
境

や
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
を
卒
業
し
て
社
会
人
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
り
、
退
職
し

て
自
分
の
時
間
が
持
て
る
よ
う
に

な
っ
た
り
と
、
様
々
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
生

活
に
慣
れ
て
き
た
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
５
月
に
な
り
ま
し
た
。

緊
張
や
頑
張
り
過
ぎ
て
疲
れ
が
た

ま
り
、
体
調
を
崩
す
頃
、
い
わ
ゆ

る「
五
月
病
」に
な
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご
自
身
や
ご

家
族
の
生
活
習
慣
を
少
し
見
つ
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
な
い
の
は
20
代

　

皆
さ
ん
は
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て

い
ま
す
か
？
朝
は
少
し
で
も
遅
く

ま
で
寝
て
い
た
い
、
子
ど
も
の
学

校
の
準
備
で
忙
し
い
な
ど
、
１
日

の
う
ち
で
特
に
慌
た
だ
し
い
時
間

帯
で
す
か
ら
、
食
べ
る
時
間
が
な

い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
人
は
、

男
性
12.8
％
、
女
性
9.8
％
で
20
代
で

は
食
べ
な
い
人
の
割
合
が
２
〜
３

割
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
で
は
約
５
％

が
食
べ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
い
い
ワ
ケ

　

ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
調
査
に

よ
る
と
、
朝
ご
は
ん
を
抜
く
と
心

臓
病
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と

い
う
結
果
で
し
た
。
朝
ご
は
ん
を

抜
く
こ
と
で
、
肥
満
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
に
な
る
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
れ
が
心

臓
病
の
発
症
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
栄
養
素
の
補
給

　

寝
て
い
る
間
に
使
っ
た
分
と
、

午
前
中
に
使
う
分
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
栄
養
素
を
補
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
肥
満
の
予
防

　

空
腹
の
時
間
が
長
く
な
る
と
、

次
の
食
事
で
ド
カ
食
い
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
１
日
２
食
よ

り
、
３
食
の
ほ
う
が
太
り
に
く

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
や
す
い

体
に
な
る

　

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
、
午
前

中
に
体
温
が
上
昇
し
た
状
態
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

代
謝
量
が
増
え
ま
す
。

とみおか保健だより

診療科目：内科・外科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

曜 日 診療科目 担当医師

月 休 診
火 休 診
水 休 診
木 内科・外科 井坂　晶
金 内　　科 堀川章仁

大玉仮設診療所診療日

第４回　「朝ごはんから始める生活習慣づくり」

～朝ごはんを食べる習慣をつけるための３ステップ～

ステップ１　20 ～ 30 分早起きして、まずは食べる

ステップ２　２種類以上の食品を組み合わせてみる

ステップ３　朝ごはんの習慣ができたら栄養バランスを考える

バナナ１本、おにぎり１個、
ヨーグルト１個など、何か
朝に食べることから始めて
みてはいかがですか。

主食・主菜・副菜・汁物を
そろえましょう。果物もあ
るととてもよいです。

食べ慣れてきて、少し余裕
ができたら、おにぎりとみ
そ汁など２種類以上の食品
を組み合わせてみましょ
う。

広報とみおか　（20）



         My Photo Letter

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

富岡の子どもたちのためにご尽力  富岡町立小学校・中学校 教職員離任式

「平成26年度富岡町少年剣道団卒団式」  写真提供　堀川卓之さん（中央）
　3月14日、いわき市いいのふれあい
館において、平成26年度富岡町少年
剣道団の卒団式が行われました。
　今回卒団するのは、高木将吾君、
原慧士郎君、鵜沼春菜さんの３名。
佐藤勉会長が卒団証書を手渡し、「富
剣で学んだ、最後までやり遂げる精
神を糧とし、様々なことに感謝でき
る人生を歩んでほしい」とはなむけの
言葉を贈りました。

　3月27日、町立小中学校を退職並び
に転出される先生方の離任式が、富
岡町役場郡山事務所で行われました。
　式では、３月をもって退職された
富岡一中の吉田隆見校長が「一園四校
それぞれが光り輝くよう、教育の原
点に立ち返り、子どもたち一人ひと
りを見つめてきました」と挨拶。
　これまで、三春校の児童・生徒たち
のためにご尽力いただいた先生方。こ
れからも三春校、そして全国の避難先
で頑張っている富岡の子どもたちを見
守っていただきたいと思います。

発
 行
／
富
岡
町

編
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に
お
送
り
く
だ
さ
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。

◇応募要項
・富岡町民で、氏名及び富岡町の行政区名を掲載
できる方。

・テーマは風景、祭事など自由です。
・データの場合はメールに添付できるサイズ、
プリント写真は専用の用紙に印刷されたもの
で、大きさはＬ版か２L版。
・写真のタイトルと説明文（150～200字程度）を
添付してください。
・応募された写真は返却できませんので、あら
かじめご了承ください。

◇応募方法
・現在お住まいの住所、氏名、富岡町での行政
　区名、電話番号をご記入の上、データの場合
　は下記アドレスへメールで、郵送の場合は封
　書で下記までお送りください。
・メールアドレス
　tom0100-005@tomioka-town.jp
・住　所
　〒963-0201
　　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　　富岡町役場郡山事務所総務課秘書広報係

「My Photo Letter」に掲載させていただく写真を募集しています
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